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安
倍
政
権
は
、
国
会
周
辺

に
集
っ
た
民
主
主
義
の
危
機

を
憂
う
多
く
の
国
民
の
「『
共

謀
罪
』
反
対
」
の
声
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
な
く
、「
共
謀

罪
」
法
案
に
つ
い
て
、
参
議

院
法
務
委
員
会
で
の
審
議
を

打
ち
切
り
、
６
月
15
日
午
前

８
時
前
、
参
議
院
本
会
議
で

強
引
に
可
決
・
成
立
を
し
ま

し
た
。

　
「
共
謀
罪
」
に
関
す
る
様
々

な
懸
念
や
疑
問
は
、
何
ら
解

消
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
深
ま

る
ば
か
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
法
案
に
強
く
反
対
す
る

国
内
外
の
広
範
な
世
論
に
背

を
向
け
、
森
友
・
加
計
両
学

園
を
め
ぐ
る
重
大
疑
惑
に
蓋

を
す
る
よ
う
に
衆
参
両
院
で

強
行
採
決
を
重
ね
た
安
倍
政

権
の
暴
走
は
、
憲
政
史
上
に

拭
い
難
い
汚
点
を
残
し
ま
し

た
。
特
定
秘
密
保
護
法
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め

た
「
戦
争
法
」
に
続
き
、
憲

法
の
基
本
原
則
を
曲
げ
る
重

大
法
案
を
ま
た
も
数
の
暴
力

で
押
し
通
し
ま
し
た
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
に
よ
っ

て
国
に
不
都
合
な
情
報
の
隠

蔽
で
国
民
の
知
る
権
利
を
侵

し
、「
戦
争
法
」
で
憲
法
９

条
を
ね
じ
曲
げ
て
自
衛
隊
に

よ
る
海
外
任
務
を
拡
大
さ

せ
、
今
度
は
「
共
謀
罪
」
法

に
よ
っ
て
捜
査
当
局
の
権
限

を
な
し
崩
し
に
拡
大
し
、
国

長
は
「
前
回
大
会
か
ら
８
名

が
拡
大
。
８
月
の
大
会
ま
で

全
力
を
挙
げ
て
奮
闘
し
た

い
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
業
務

拡
大
と
一
部
労
働
条
件
の
変

更
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
地

方
の
知
恵
を
借
り
て
取
り
組

み
た
い
。
組
織
対
策
に
つ
い

て
は
各
地
方
か
ら
の
報
告
を

受
け
て
意
思
統
一
を
図
り
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

武
田
組
織
部
長
か
ら
①
組

織
の
現
状
に
つ
い
て
、
②
こ

の
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
③
一
括
和
解
以
降
の
状

況
の
変
化
に
つ
い
て
、
④
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

提
起
が
あ
り
、
全
体
討
論
に

入
り
ま
し
た
。

　

①
全
分
会
オ
ル
グ
の
取
り

組
み
状
況
、
②
２
０
１
７
年

度
新
採
対
策
に
つ
い
て
、
③

グ
ル
ー
プ
会
社
の
状
況
、
④

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
が
進
め
ら
れ
、
各
地
方

か
ら
は
「
各
支
部
分
会
代
表

民
を
徹
底
的
に
監
視
し
よ
う

と
目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
一
連
の
策
動
の
先

に
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
の

憲
法
９
条
の
改
悪
が
視
野
に

入
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ

う
も
な
く
、
日
本
を
こ
れ
ま

で
と
は
全
く
違
う
息
苦
し
い

社
会
へ
と
変
質
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
歴
史
に
学
ぶ

こ
と
な
く
暴
挙
を
繰
り
返
す

安
倍
政
権
を
断
じ
て
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
一

日
も
早
い
「
共
謀
罪
」
法
の

廃
止
と
、
民
主
主
義
を
踏
み

に
じ
る
安
倍
政
権
の
打
倒
に

向
け
、
最
後
ま
で
闘
い
抜
き

ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
に
続
き
、「
共
謀
罪
」
法
案
に
つ
い
て
、
多
く
の

懸
念
や
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
、
委
員
会
の
審
議
を
打
ち
切
り
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
安
倍
政
権
の
暴
挙
に
強
く
抗
議
し
、「
共
謀
罪
」
法
の
廃
止
に

向
け
、
闘
い
抜
き
ま
す
。

　

今
号
は
、
各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
、
第
29
回
国
労
東
日
本
電
気
職
場

交
流
会
、
郡
山
駅
連
合
分
会
・
加
入
歓
迎
会
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
員
交
流
会
の
報
告
と
し

ま
す
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
６
月

17
日
に
各
地
方
・
地
区
本
部

組
織
部
長
会
議
を
東
京
地
本

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
伊
藤
業
務
部
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
菊
池
委
員

者
会
議
で
提
起
し
、
組
織
拡

大
へ
職
場
・
分
会
で
出
来
る

具
体
的
な
行
動
を
考
え
・
実

行
に
移
す
こ
と
を
目
的
に
全

分
会
オ
ル
グ
を
取
り
組
ん

だ
」、「
２
月
に
組
織
対
策
会

議
、
３
月
に
新
採
対
策
会
議

を
開
催
。
加
入
を
訴
え
る
提

起
を
し
、
職
場
配
属
の
社
会

人
・
プ
ロ
パ
ー
に
オ
ル
グ
を

し
た
。
今
後
は
青
年
部
交
流

会
、
施
策
検
証
交
流
会
を
開

催
し
、
継
続
し
た
取
り
組
み

を
強
化
す
る
」、「
信
州
ロ
ジ
、

北
陸
ロ
ジ
と
の
組
織
対
策
交

流
会
を
通
じ
て
相
互
に
交
流

を
し
て
い
る
」、「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

で
営
業
職
場
交
流
会
を
開
催

し
、
若
い
プ
ロ
パ
ー
社
員
も

参
加
し
て
学
習
交
流
を
深
め

て
き
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
職
場
で

36
協
定
の
代
表
選
に
、
国
労

の
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
が
立
候

補
し
、
選
挙
戦
を
闘
っ
て
い

る
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
武
田
組
織
部
長
が

「
新
採
対
策
に
つ
い
て
は
情

報
を
掴
み
、
加
入
に
向
け
て

努
力
し
て
い
る
。
昨
年
、
加

入
が
あ
っ
た
分
会
の
取
り
組

み
に
学
び
、
今
後
も
全
分
会

オ
ル
グ
を
組
織
拡
大
の
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
ま

と
め
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。
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在
の
郡
山
駅
に
お
け
る
国
労

分
会
の
活
動
に
接
す
る
中
で
、

「
労
働
組
合
ら
し
い
の
は
や
は

り
国
労
」「
自
分
が
動
く
こ
と

で
若
い
人
に
も
伝
え
た
い
」

「
30
数
年
国
労
か
ら
離
れ
て
い

た
が
、
今
回
決
断
し
た
」
と
、

加
入
に
至
っ
た
経
緯
と
決
意

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
の
宴
は
、
地
本
か
ら

の
記
念
品
の
贈
呈
、
分
会
長

曰
く
「
分
会
大
会
よ
り
も
集

ま
っ
た
」（
!?
）
と
い
う
、
仲

間
た
ち
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉

な
ど
で
盛
り
上
が
り
、「
年
齢

は
古
川
さ
ん
が
上
で
す
が
、

自
分
の
方
が
先
に
国
労
に
加

入
し
た
の
で
、
分
会
で
は
自

分
が
先
輩
（
笑
）」
と
、
豪

②

　

５
月
17
日
、
福
島
県
郡
山

市
に
お
い
て
、
４
月
25
日
付

で
国
労
加
入
し
た
「
古
川
秀

哉
氏
歓
迎
会
」
が
、
郡
山
駅

連
合
分
会
（
仙
台
地
本
・
福

島
県
支
部
）
の
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
は
、
小
椋
分
会
書

記
長
の
進
行
で
始
ま
り
、
千

葉
分
会
長
の
挨
拶
の
後
、
東

日
本
本
部
、
仙
台
地
本
、
福

島
支
部
、
全
交
運
共
済
仙
台

事
業
部
か
ら
の
祝
辞
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
回
加
入
し
た
古
川
さ
ん

は
、
郡
山
工
場
で
入
社
。
当

時
は
国
労
組
合
員
で
し
た

が
、
そ
の
後
訳
あ
っ
て
国
労

か
ら
離
れ
た
も
の
の
、
現

　

国
労
東
日
本
本
部
は
６
月

６
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
‐
Ｕ
）

と
合
同
で
、
恒
例
と
な
っ
た

「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
員
交
流
会
」を
、

江
ノ
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

江
ノ
電
労
組
の
協
力
を
得

て
、
江
ノ
島
電
鉄
労
組
事
務

所
で
は
「
関
東
直
下
型
地
震

に
備
え
た
対
応
、
津
波
で
の

避
難
誘
導
」
の
取
り
組
み
を

学
習
。
検
車
区
に
移
り
、
江

ノ
電
の
電
車
検
修
職
場
を
見

学
し
、
区
長
か
ら
避
難
訓
練

の
説
明
と
避
難
場
所
の
小
学

校
ま
で
実
地
歩
行
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
江
ノ
島
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
な
が
ら

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
流
を
深
め
、
賃

金
改
善
を
は
じ
め
、
職
場
の

　

国
労
東
日
本
本
部
電
気
協

議
会
は
、
第
29
回
国
労
東
日

本
電
気
職
場
交
流
会
を
６
月

４
日
～
５
日
に
、
群
馬
県
水

上
の
去
来
荘
で
開
催
し
、
全

地
方
の
職
場
か
ら
67
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
集
会
は
井
上

副
議
長
の
司
会
で
開
会
し
、

地
元
高
崎
地
本
の
諏
訪
執
行

委
員
か
ら
「
大
量
退
職
時
代

を
迎
え
、
補
充
が
無
く
夜
勤

が
増
大
。
会
社
は
大
量
退
職

の
流
れ
で
人
員
や
コ
ス
ト
削

減
を
し
、
シ
ス
テ
ム
合
理
化

も
推
し
進
め
て
来
る
。
組
合

と
し
て
会
社
施
策
と
対
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨

拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
か
ら
は
樋
口

執
行
委
員
が
出
席
。「
賃
上
げ

は
切
実
な
要
求
で
あ
り
、
17

春
闘
の
総
括
を
き
ち
ん
と
し

て
18
春
闘
に
繋
げ
た
い
。
組

織
強
化
拡
大
で
は
組
織
部
長

会
議
を
開
催
。
地
方
に
も
足

を
運
び
連
携
を
取
っ
て
き
た
。

若
年
層
の
組
織
拡
大
は
本
当

に
重
要
な
課
題
。
労
働
条
件

改
訂
交
渉
で
は
懸
案
事
項
・

定
年
制
・
エ
ル
ダ
ー
雇
用
に

つ
い
て
集
中
し
た
議
論
を
し

て
き
た
。
現
在
は
青
年
部
・

女
性
部
の
要
求
集
約
を
行
っ

て
い
る
。
６
月
１
日
に
電
気

関
係
の
要
求
を
申
21
号
と
し

て
本
社
に
提
出
し
て
き
た
。

民
営
化
後
の
構
造
や
安
全
対

策
等
を
検
証
し
て
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
が
重
要
な
課

題
」
と
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
議
長
よ
り
、
今
交
流

会
の
意
義
と
課
題
が
提
起
さ

れ
、「
メ
ン
テ
施
策
は
安
全
や

技
術
継
承
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
重
大
事
故
の
多
発

で
現
場
で
は
事
故
の
度
に
緊

急
点
検
を
実
施
。
そ
し
て
標

準
数
す
ら
守
ら
れ
な
い
要
員

事
情
で
、
慢
性
的
な
超
勤
実

態
や
要
員
不
足
。
女
性
社
員

配
属
に
よ
る
環
境
の
変
化
。

図
面
や
設
管
精
度
向
上
の
一

方
的
な
業
務
指
示
等
で
現
場

は
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
改
善
と
し
て

申
21
号
を
提
出
し
た
。
こ
の

交
流
会
で
分
科
要
求
を
含
め

議
論
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

労
働
条
件
、
安
全
、
技
術
継

承
を
若
手
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
も
、
国
労
の
存
在
感
を
出

し
て
、
も
う
一
つ
の
柱
の
組

織
拡
大
へ
と
展
開
し
た
い
」

と
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
分
科
毎
に
別
れ

て
の
交
流
に
入
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
科
要
求
へ
向
け
て
討

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
分
科
会
で
は
、

十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な

い
中
「
各
分
科
長
の
努
力
で
、

分
科
要
求
に
つ
い
て
も
出
来

上
が
っ
た
」
と
報
告
が
さ
れ
、

そ
の
後
、
全
体
集
会
を
行
い
、

高
橋
議
長
か
ら
「
二
日
間
の

議
論
で
地
方
の
特
情
等
も
出

さ
れ
、
基
本
要
求
や
分
科
要

求
に
つ
い
て
も
議
論
の
報
告

を
踏
ま
え
て
申
21
号
の
交
渉

に
臨
ん
で
い
き
た
い
」
と
集

約
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
の
最
後
に
高
橋

議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

２
日
間
の
交
流
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。（
電
気
協
議
会
発
）

語
す
る
二
ノ
宮
さ
ん
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
、
美
酒
に
酔

い
し
れ
な
が
ら
も
、
引
き
続

き
の
奮
闘
を
誓
い
合
い
ま
し

た
！

様
々
な
問
題
解

決
に
向
け
、
東
日

本
本
部
と
し
て

取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。


